
　

　 　 　 　 　
　　 　  　　 　　 　　

　　　　　　　  

  
　　 
　　　　　 

　

　　

　

　

　　　　

　　

　

　

　

民児連
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〔１〕

令和6年度 函館市民生委員・児童委員大会令和6年度 函館市民生委員・児童委員大会

　

５
月
16
日
㈭
14
時
か
ら
函
館
市

民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
が
函

館
市
芸
術
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

3
0
0
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
こ
の
１
年
間
の
物

故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
、
民
生
委
員

児
童
委
員
信
条
を
唱
和
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
受
賞
者
は
、
在
職
30

年
が
５
名
、
20
年
が
２
名
、
10
年

が
55
名
で
、
大
泉
市
長
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の

後
、
30
年
表
彰
の
第
９
民
児
協
石

橋
美
栄
子
委
員
か
ら
、
「
こ
の
栄

え
あ
る
受
賞
を
励
み
と
し
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
よ
り
一
層
の
情
熱

を
傾
け
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

祝
辞
を
、
函
館
市
議
会
議
長
吉

田
崇
仁
様
、
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
大
槻
寅
男
様
、
町
会
連
合
会
会

長
江
頭
進
様
よ
り
頂
き
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
「
長
年
に
わ
た

る
委
員
活
動
を
祝
し
て
」
〜
変
わ

り
ゆ
く
地
域
社
会
を
越
え
て
〜
と

題
し
、
講
師
の
長
谷
川
聡
氏
よ
り

講
演
を
頂
き
閉
会
し
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　
笹
島　
則
男
）
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〔２〕

テ
ー
マ
「
経
済
的
に
自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
策
に
つ
い
て
」

　

７
月
25
日
㈭
13
時
30
分
よ
り
函
館

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
障
が
い

者
福
祉
部
会
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
視
力
に
障
害
の
あ
る
方

と
の
接
し
方
を
学
ぶ
た
め
、
函
館
視

力
障
害
セ
ン
タ
ー
か
ら
加
藤
所
長
と

３
名
の
講
師
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

最
初
に
加
藤
所
長
か
ら
「
函
館
視

力
障
害
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
所
者
の

見
え
づ
ら
さ
や
希
望
に
合
わ
せ
て
日

常
の
訓
練
や
就
労
に
向
け
た
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
セ
ン

タ
ー
は
昭
和
39
年
に
創
立
さ
れ
今
年

で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
」
と
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
講
師
に
よ
る
視
覚
障
害
の
概

要
説
明
が
あ
り
、
視
力
で
お
困
り
の

方
に
対
す
る
電
話
相
談
も
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

体
験
学
習
で
は
、
講
師
の
指
導
の

も
と
に
参
加
者
１
０
１
名
が
３
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
小
ホ
ー
ル
全
体
を
使

用
し
て
歩
行
体
験
を
し
ま
し
た
。
ア

イ
マ
ス
ク
を
付
け
た
、視
覚
障
が
い
者

役
と
、
ガ
イ
ド
役
の
２
人
組
で
「
進

み
ま
す
」
「
止
ま
り
ま
す
」
と
行
動

す
る
ご
と
に
言
葉
を
か
け
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。
障
が
い
者
役
の
方
は
、

特
に
階
段
を
下
り
る
時
は
歩
き
に
く

く
、
不
安
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
場
面
で
は
、
実
生
活

に
基
づ
い
た
質
問
が
多
数
あ
り
、
改

め
て
視
力
に
不
安
を
抱
え
る
方
へ
の

接
し
方
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

（
第
23
民
児
協
会
長

　
西
堀　
久
美
子
）

テ
ー
マ
「
障
害
の
あ
る
方
と
地
域
と
の
共
生
に
つ
い
て
」

障
が
い
者
福
祉
部
会
研
修
会

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
函
館
市
保
健

福
祉
部
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
長
の

伊
藤
寛
氏
に
講
師
を
お
願
い
し
、
今

年
度
は
具
体
的
な
実
例
を
通
し
て
の

講
演
が
、
７
月
22
日
㈪
13
時
30
分
か

ら
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
１
１

２
名
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
併
設

さ
れ
た
自
立
相
談
支
援
機
関
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
事
例
の
紹
介
で
し
た
。

　

１
例
目
は
、
四
十
代
親
、
子
２
人

（
小
学
生
）
の
３
人
世
帯
で
離
婚
協

議
中
、
経
済
的
に
心
配
な
状
況
で
の

相
談
で
す
。
住
居
確
保
給
付
金
の
活

用
と
、
求
職

活
動
や
生
活

面
で
の
面
談

を
し
な
が

ら
、
約
半
年

後
に
就
職
で

き
ま
し
た
。

　

２
例
目
は

六
十
代
と
三

十
代
（
ひ
き

こ
も
り
）
の

世
帯
、
子
が

高
校
卒
業
後

就
労
せ
ず
、

親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
取

れ
な
い
、
親

の
収
入
は
あ

る
も
の
の
今

後
が
心
配
と

の
こ
と
。
支

援
員
も
子
に
会
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
定
期
面
談
を
継
続
し
て

い
く
な
か
で
、
約
半
年
後
に
子
と
支

援
員
が
話
せ
る
出
来
事
が
あ
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
、
課
題

は
残
る
も
の
の
就
労
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
例
を
通
し
、
相
談
支
援
員

の
方
々
の
働
き
が
あ
っ
て
こ
そ
、
問

題
解
決
に
繋
が
る
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

（
第
13
民
児
協
副
会
長

　
長
澤　
修
司
）

生
活
福
祉
部
会
研
修
会

　　

　　　

　　

　

　



〔３〕

　

函
館
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会
総

会
が
５
月
23
日
㈭
函
館
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
理
事
47
名
、
代

議
員
91
名
、
計
１
３
８
名
出
席
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
は
木
村
民
児
連
副
会

長
、
仮
議
長
の
数
又
民
児
連
副
会
長

か
ら
総
会
成
立
宣
言
、
船
橋
民
児
連

会
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
佐
藤
任
保
健

福
祉
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
議
長
に
は
第
13
民
児
協
の
倉

代
議
員
、
第
18
民
児
協
の
逢
坂
代
議

員
、
議
事
録
署
名
人
に
は
第
13
民
児

協
の
村
井
代
議
員
、
第
18
民
児
協
の

林
代
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
議
案
第
１
号
令
和
５

年
度
事
業
報
告
、
第
２
号
一
般
会
計

収
支
決
算
報
告
、
第
３
号
特
別
会
計

収
支
決
算
報
告
の
説
明
、
議
案
第
４

号
は
相
馬
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
、
質
問
は
事
前
通
告
制

と
な
り
ま
し
た
が
、
各
民
児
協
か
ら

の
質
問
は
無
く
、
原
案
通
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

船
橋
民
児
連
会
長
か
ら
議
案
第
５

号
令
和
６
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い

て
事
業
方
針
並
び
に
重
点
推
進
項
目

の
提
案
、
事
務
局
よ
り
第
６
号
一
般

会
計
収
支
予
算
案
、
第
７
号
特
別
会

計
収
支
予
算
案
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
事
前
通
告
に
よ
る
質
問
は
な

く
一
括
審
議
の
末
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
総
会
は
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

（
広
報
委
員　
楢
山　
　
訂
）

　

６
月
24
日
㈪
18
時
30
分
よ
り
市
民

会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
第
１
ブ
ロ
ッ

ク
部
会
研
修
会
が
73
名
の
出
席
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
函
館

市
総
務
部
災
害
対
策
課
の
成
田
達
哉

氏
と
田
中
律
好
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
「
災
害
に
備
え
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
今

後
起
こ
り
う
る
地
震
・
津
波
・
大
雨

に
つ
い
て
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
威
力
・

被
害
予
想
・
避
難
方
法
の
説
明
と
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
災
に
関
す
る

ネ
ッ
ト
配
信
活
用
の
大
切
さ
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
講
義
で
し
た
。

　

地
震
や
津
波
の
被
害
に
加
え
、
大

雨
に
よ
る
災

害
も
年
々
増

え
て
き
て
い

ま
す
。
普
段

か
ら
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を

利
用
し
て
、

身
の
回
り
で

ど
ん
な
災
害

が
起
こ
り
う

る
の
か
、
指

定
避
難
場
所

や
津
波
避
難

ビ
ル
が
ど
こ

に
あ
る
の
か

を
確
認
し
て

お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

函
館
市
防
災

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
で
は
、
住
所
を
入

力
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
警
戒
時
や
避
難
指
示

が
出
さ
れ
た
時
は
率
先
し
て
避
難
す

る
意
識
を
持
ち
、
ま
わ
り
の
人
達
に

大
き
な
声
で
呼
び
か
け
な
が
ら
速
や

か
に
避
難
し
て
下
さ
い
。
避
難
後
被

害
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
〝
空
振
り

で
は
な
く
素
振
り
〞
と
思
っ
て
下
さ

い
。
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
り
ま

し
ょ
う
。

（
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
副
部
会
長

　
梅
﨑　
由
樹
子
）

テ
ー
マ
「
災
害
に
備
え
て
」

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

令
和
６
年
度

函
館
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会
定
期
総
会

令
和
６
年
度

函
館
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会
定
期
総
会

　　

　　

　

　



〔４〕

テ
ー
マ
「
大
規
模
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
助
け
と
な
る
方
法
」

　

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
が
、

６
月
13
日
㈪
13
時
30
分
か
ら
函
館
市

民
会
館
大
会
議
室
に
て
68
名
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
１
部
の
１
は
「
福
祉
拠

点
と
し
て
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
と
機
能
」
を
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ゆ
の
か
わ
社
会
福
祉
士
福
家
可

奈
氏
、
１
部
の
２
は
「
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
役
割
」
を
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
た
か
お
か
主
任
介
護
支
援
専
門

員
有
田
妙
子
氏
、
1
部
の
３
は
「
自

立
相
談
支
援
機
関
に
つ
い
て
」
を
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
の
か
わ
主
任
相

談
支
援
員
森
健
二
氏
の
３
氏
に
よ
る

業
務
内
容
の
説
明
、
情
報
の
共
有
や

見
守
り
体
制
の

強
化
、
民
生
委

員
と
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
連

携
ガ
イ
ド
冊
子

の
活
用
、
並
び

に
生
活
困
窮
者

自
立
に
向
け
た

各
種
制
度
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
成
、
相
談
事
例

等
講
話
を
頂
き
、
日
々
奮
闘
し
て
い

る
課
題
を
、
各
委
員
身
近
で
重
要
問

題
と
認
識
し
、
傾
聴
し
ま
し
た
。

　

２
部
に
お
い
て
は
１
部
の
講
話
か

ら
疑
問
、
質
問
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記

述
し
、
「
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
の

か
わ
」
保
健
師
京
谷
桂
子
氏
の
司
会

で
質
疑
応
答
を
２
〜
３
問
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
時
間
も
超
過
し
た
こ
と
か

ら
後
日
書
面
に
て
連
絡
頂
け
る
等
、

ご
配
慮
を
頂
き
ま
し
た
。

　

自
身
の
住
み
慣
れ
た
町
を
、
お
互

い
の
立
場
で
、
役
割
を
理
解
し
、
信

頼
関
係
を
築
き
、
多
様
な
相
談
に
寄

り
添
い
、
関
係
機
関
と
の
「
つ
な
が

り
」
を
図
り
、
対
応
で
き
う
る
民
生

委
員
児
童
委
員
で
あ
り
た
い
と
心
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

大
変
有
意
義
な
講
話
を
拝
聴
し
、

各
委
員
も
時
間
を
忘
れ
る
程
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
第
12
民
児
協
副
会
長

　
佐
々
木　
俊
一
）

テ
ー
マ
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
」

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

　

今
年
度
の
第

４
ブ
ロ
ッ
ク
部

会
研
修
会
は
６

月
19
日
㈬
10
時

か
ら
亀
田
交
流

プ
ラ
ザ
講
堂
に

て
、
避
難
場
所

等
で
設
置
が
必

要
と
な
る
用
具
と
そ
の
活
用
方
法
を

学
び
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
内
か
ら
50
名
が
参
加

し
、
市
総
務
部
災
害
対
策
課
か
ら
３

名
の
職
員
が
講
師
を
務
め
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
を
行
い

ま
し
た
。

　

７
〜
８
名
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
入
り
ベ
ッ
ド
が
用
意
さ

れ
、
組
み
立
て
５
分
で
長
さ
1.8
ｍ
、

幅
90
㎝
、
高
さ
30
㎝
、
体
重
３
０
０

㎏
の
人
で
も
大
丈
夫
な
ベ
ッ
ド
が
完

成
!!
事
前
に
組
み
立
て
て
お
い
た
テ

ン
ト
と
ト
イ
レ
の
活
用
方
法
も
学
び
、

理
解
を
深
め
た
研
修
会
で
し
た
。

（
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
長

　
佐
藤　
や
よ
子
）

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
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テ
ー
マ
「
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
と
民
生
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
わ
り
に
つ
い
て
」

　

第
５
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
が
９

月
18
日
㈬
14
時
か
ら
亀
田
交
流
プ
ラ

ザ
３
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
63
名

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
函
館
市
社
会
福
祉
事

務
所
亀
田
福
祉
課
の
本
多
克
行
課
長

を
お
招
き
し
ま
し
た
。
「
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
役
割
と
民
生
委
員
の
関

わ
り
に
つ
い
て
」
〜
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
へ
充
実
し
た
支
援
を
行
う
た

め
に
〜
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。

①
生
活
保
護
制
度
の
概
要

②
生
活
保
護
受
給
の
状
況
に
つ
い
て

③
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
民
生
委
員

へ
求
め
る
こ
と

　

３
部
構
成
で
、
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
の

委
員
の
担
当
地
区
で
の
具
体
的
な

デ
ー
タ
を
あ
げ
て
ご
講
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
や
訪
問
回
数
、
保
護
率

の
地
域
格
差
、
葬
祭
扶
助
に
つ
い
て

な
ど
な
ど
、
多
数
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
講
師
か
ら
「
民
生
児
童

委
員
の
皆
さ
ん
の
情
報
提
供
が
生
活

保
護
受
給
者
の
自
立
へ
向
け
た
支
援

に
重
要
、
引
き
続
き
福
祉
事
務
所
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

（
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
副
部
会
長

　
楢
山　
　
訂
）

第
５
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
事
例
検
討
を
と
お
し
て
〜
」

　

５
月
31
日
㈮
13
時
30
分
よ
り
恵
山

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
29

名
の
参
加
で
、
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
部
会

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
グ
ル
ー
プ
討
議
）
方
式
を

採
用
し
、
４
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
率

直
な
意
見
交
換
に
よ
り
民
児
協
の
業

務
に
役
立
て
る
た
め
企
画
し
ま
し

た
。

　

「
新
任
の
方
は
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
」
「
生
活
保
護
受
給
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
定
例
会
で
の
情
報
交

換
が
役
に
立
っ
た
」
「
構
わ
な
い
で

と
言
わ
れ
た
が
何
度
か
お
会
い
す
る

う
ち
に
信
頼
さ
れ
、
頼
ま
れ
ご
と
も

あ
っ
た
」
「
災
害
時
に
町
会
と
の
連

携
で
避
難
誘
導
が
速
や
か
に
な
る
の

で
強
化
を
図
り
た
い
」
「
訪
問
を
嫌

が
る
方
に
は
安
否
確
認
を
し
な
が
ら

困
り
こ
と
を
聞
く
よ
う
留
意
し
て
い

る
」
「
他
人
の
現
況
を
提
供
す
る
方

も
お
り
、
頼
ら
れ
感
謝
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
」
等
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

共
通
す
る
問
題
点
・
利
点
が
あ
り

ま
し
た
が
、
活
動
記
録
の
記
入
が
難

し
い
と
い
う
意
見
も
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
討
議
形
式
が
良

か
っ
た
の
で
、
研
修
と
併
せ
て
交
流

会
も
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　

総
評
と
し
て
、
出
来
る
だ
け
安
否

確
認
を
す
る
、
分
か
ら
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
定
例
会
等
で
話
し
合
い
、

行
政
の
協
力
を
得
な
が
ら
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
、
研
修
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

（
第
28
民
児
協
副
会
長

　
村
田　
　
朗
）

第
６
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
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全
道
民
児
協
会
長
副
会
長
研
究
協

議
会
が
６
月
４
日
〜
５
日
、
札
幌

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
対
面
6
0
0

人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
1
0
0
人
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
北
海
道
民
生
委
員
児
童

委
員
連
盟
・
佐
川
徹
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
開
会
し
、
基
調
報
告
で
は
、
講

師
の
篠
原
辰
二
氏
（
社
団
法
人
ウ
ェ

ル
ビ
ー
デ
ザ
イ
ン
理
事
長
・
道
民
児

連
民
児
協
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
委

員
）
よ
り
、
「
北
海
道
に
お
け
る
民

児
協
の
実
態
〜
令
和
５
年
度
市
町
村

民
児
協
基
本
調
査
の
結
果
か
ら
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
委
員
の
な
り
手
不

足
、
理
念
や
活
動
の
継
承
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
課
題
を
抱
え
て
い
る
中

で
、
道
内
の
民
児
協
は
ど
の
よ
う
な

状
況
に
あ
る
か
を
統
計
調
査
の
結
果

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め

に
調
査
の
意
議
と
し
て
全
道
4
2
1

民
児
協
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

ポ
イ
ン
ト
が
整
理
さ
れ
、
地
域
実
態

に
合
わ
せ
て
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
基
調
報

告
の
後
、
二
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ

「
民
児
協
研
修
企
画
の
す
す
め
」
に

つ
い
て
講
義
・
演
習
と
「
こ
れ
か
ら

の
民
生
委
員
活
動
・
民
児
協
運
営
を

語
る
」
と
し
て
協
議
・
情
報
交
換
が

行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
抱
え
て
い
た
課

題
や
新
た
に
生
じ
た
課
題
な
ど
を
共

有
し
、
こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
活

動
・
民
児
協
の
運
営
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
全
体
会
が
行
わ
れ
、
各

分
散
会
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
分
散
会

で
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
共
有
い
た

し
ま
し
た
。

　

次
に
「
災
害
に
備
え
る
民
児
協
体

制
を
今
一
度
見
つ
め
直
す
〜
能
登
半

島
地
震
の
状
況
を
踏
ま
え
て
〜
」
と

題
し
て
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
１
月
１
日
能

登
半
島
沖
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

現
在
も
な
お
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
方
々
が
多
数
お
ら
れ
、

被
災
者
の
生
活
再
建
に
は
相
当
の
時

間
を
要
し
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
地
元
の
民
生
委
員
児
童
委
員
は

個
別
活
動
、
組
織
活
動
双
方
の
面
に

お
い
て
長
期
的
継
続
的
支
援
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
道
民
児
連
が
平
成
31
年
３
月
に

策
定
し
た
「
第
３
次
北
海
道
民
生
委

員
児
童
委
員
活
動
指
針
」
で
は
、
５

つ
あ
る
重
点
推
進
項
目
の
ひ
と
つ
に

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
意
識
し
た

防
犯
・
防
災
活
動
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
災
害
に
備
え
る
活
動
は
日
常
的

活
動
の
延
長
上
に
あ
る
と
い
う
認
識

の
も
と
、
民
児
協
の
内
部
体
制
づ
く

令
和
６
年
度

全
道
民
児
協
会
長
・
副
会
長
研
究
協
議
会

令
和
６
年
度

全
道
民
児
協
会
長
・
副
会
長
研
究
協
議
会

り
の
推
進
を
呼
び
か
け
る
も
の
で

す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
国
が

目
指
し
て
い
る
防
災
施
策
と
市
町
村

の
災
害
対
策
の
連
動
性
、
災
害
時
の

避
難
支
援
個
別
計
画
、
復
興
期
の
民

生
委
員
に
よ
る
生
活
支
援
の
実
態
、

「
災
害
に
備
え
る
民
児
協
づ
く
り
」

の
あ
り
方
を
考
え
る
内
容
で
し
た
。

（
広
報
委
員　
秋
山　
文
信
）
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令
和
６
年
度　

第
25
回
「
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
推
進
講
座
」

令
和
６
年
度　

第
25
回
「
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
推
進
講
座
」

　

第
25
回
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

推
進
講
座
（
函
館
会
場
）
が
９
月
６

日
㈮
13
時
か
ら
函
館
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
函
館

市
か
ら
1
0
8
名
、
北
斗
市
や
近
隣

町
村
か
ら
83
名
の
約
1
9
0
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

「
民
生
委
員
児
童
委
員
が
伝
え
る

福
祉
教
育
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
人
権
を

尊
重
す
る
活
動
か
ら
〜
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
日
本
福
祉
大
学
准
教
授

小
林
洋
司
氏
を
講
師
に
迎
え
講
演
頂

き
ま
し
た
。

　

前
回
の
講
演
時
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ハ
ン

セ
ン
病
と
民
生
委
員
児
童
委
員
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
の
例
を
あ
げ
、
情

報
の
共
有
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な

ど
地
域
福
祉
や
地
域
共
生
社
会
が
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
側
面
の

お
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
民
生
委

員
児
童
委
員
は
「
パ
イ
プ
役
」
に
あ

ら
ず
人
と
人
を
つ
な
ぐ
た
め
の
仲
介

役
で
あ
り
、
人
権
の
尊
重
と
は
長
い

時
間
を
か
け
て
知
識
を
書
き
換
え
て

い
く
こ
と
、
そ
し
て
「
人
で
あ
る
」

を
強
く
認
識
す
る
「
つ
な
ぎ
役
」
で

あ
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後

に
福
祉
教
育
と
人
権
の
尊
重
に
関
す

る
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
教
育
に
関
す
る
説
明
は
、
正

直
な
と
こ
ろ
私
に
は
難
し
く
全
部
を

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
社
会
福
祉
問
題
を
解
決
す
る

実
践
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
実

践
に
基
づ
く
体
験
学
習
を
重
視
す
る

と
い
う
部
分
に
は
共
感
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
「
悩
ん
で
い
い
」
「
頑

張
っ
て
い
な
い
と
は
考
え
な
く
て
い

い
」
と
い
う
言
葉
に
は
励
ま
さ
れ
、

心
が
軽
く
な
っ
た
感
じ
が
し
ま
し

た
。

　

人
権
を
尊
重
す
る
活
動
に
つ
い
て

の
お
話
は
、
地
域
住
民
の
そ
ば
に
い

て
、
話
し
を
聞
き
、
必
要
に
応
じ
て

力
に
な
る
、
ま
た
は
そ
の
仕
組
み
を

整
え
る
と
い
う
の
は
民
生
委
員
児
童

委
員
活
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、
仕
事

で
も
な
く
、
家
族
で
も
な
い
が
近
く

に
い
て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感
を
与

え
る
存
在
だ
と
い
う
事
と
同
時
に
、

自
分
達
の
活
動
に
対
す
る
想
い
を
発

信
す
る
こ
と
が
福
祉
教
育
を
豊
か
に

し
、
拡
げ
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
今
回
の
講
演
を
聞

い
て
、
色
々
な
角
度
か
ら
民
生
委
員

児
童
委
員
活
動
を
考
え
る
事
が
出
来

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　
西
村　
亜
由
美
）
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今
年
は
新
年
早
々
能

登
半
島
地
震
と
い
う
大

き
な
災
害
が
起
こ
り
、

復
興
途
中
の
９
月
に
再

び
大
雨
被
害
が
発
生
し
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
は
重
ね
重
ね
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
も
列
島
の
猛
暑
は
記
録
的
で
あ

り
、
更
に
予
測
で
き
な
い
線
状
降
水
帯

に
よ
る
豪
雨
に
よ
り
社
会
生
活
が
脅
か

さ
れ
、
少
し
前
ま
で
は
想
定
外
と
い
う

言
葉
で
済
み
ま
し
た
が
、
日
々
起
き
る

事
態
に
、
将
来
に
一
抹
の
不
安
を
覚
え

る
こ
の
頃
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
厳
冬
の
時
期
へ
と
続
き
ま

す
が
、
四
季
と
い
う
恩
恵
に
感
謝
し
な

が
ら
物
心
両
面
の
準
備
を
整
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員　

武
田　

忠
夫
）

　

全
道
児
童
委
員
活
動
研
究
集
会
が

８
月
21
日
㈬
〜
22
日
㈭
札
幌
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
残
暑
が
残

る
中
、
道
内
各
地
か
ら
約
4
6
0
名

の
委
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
参
加

し
、
函
館
市
か
ら
も
20
名
の
児
童
委

員
・
主
任
児
童
委
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
主
任
児
童
委
員
制
度
創

設
30
年
記
念
事
業
と
し
て
、
初
日

は
、
北
海
道
民
生
児
童
委
員
連
盟
事

務
局
長
の
長
谷
川
稔
氏
に
よ
る
基
調

説
明
「
主
任
児
童
委
員
活
動
の
変
遷

と
児
童
委
員
を
め
ぐ
る
全
国
的
な
動

き
」
と
題
し
て
主
任
児
童
委
員
制
度

の
法
定
化
、
児
童
福
祉
法
の
改
正
、

主
任
児
童
委
員
活
動
の
現
状
と
今
後

の
活
動
推
進
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
等
の
改
正
の
解
説
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
３
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
対
面
及
び

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
主
任
児
童
委
員
で
も
あ

り
、
東
北
文
教

大
学
非
常
勤
講

師
奥
山
留
美
子

氏
に
よ
り
「
地

域
と
歩
む
児
童

委
員
・
主
任
児

童
委
員
活
動
」

と
題
し
、
実
際

の
主
任
児
童
委

員
活
動
経
験
に

基
づ
く
事
例
を

も
と
に
、
分
か
り
易
く
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
「
若

者
は
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
で
大
人
に

な
る
」
と
い
う
我
々
が
避
け
た
い
と

思
う
こ
と
を
正
面
か
ら
向
き
合
う
事

の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

研
究
集
会
を
通
じ
、
多
様
化
す
る

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
活
動
や
、
国
の
施
策
動
向

を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
、
有
意
義

な
研
究
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　
武
田　
忠
夫
）

令
和
６
年
度　

全
道
児
童
委
員
活
動
研
究
集
会
に
参
加
し
て

  

　　　　　

　

　

   


